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政策立案コンテスト

～社会を結ぶ～ 

        GEIL
Mチーム政策案



教育格差

　　出身地域・家庭環境・性別等自分では変えることがで

きない所与の条件によって個々人の選択肢の幅が理不

尽に狭められ、序列社会である現代社会の中でアウトカ

ムに違いが生じ、結果として階層の固定化・再生産が生

じてしまうこと。



格差が是正された理想状態

・回り道が許され、
　　　もっと生き方にゆとりが持てる社会

→例え一度ドロップアウト・立ち止まっても大丈夫な社会
→依存先を増やせる（もっと他人に頼れる）社会



１　現行制度、法改正が有用なものか
２　日本の税制度のあり方
３　教育格差の認知の問題
４　生き方にゆとりがもてない社会

現状分析・問題領域特定



１　現行制度、法改正が有用なものか

現状分析・問題領域特定



Ⅰ　行政機関、地域団体、NPO、医療機関などの

間の情報共有プラットフォームがないため現状認
識に齟齬が生まれている。

現状分析・問題領域特定



Ⅱ制度の利用率の低さ
（支援はあるのにつん　
がっていない）　　　　

現状分析・問題領域特定

○情報アクセスの問題

○申請主義

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11920000-Kodomokat
eikyoku/0000188194.pdf



Ⅲ　政治・行政サイドにマイノリティ（当事者）が少
ない　　　　

現状分析・問題領域特定

○高SES層に占められる。

○現場の声を聞く機会については、、、
患者団体、消費者団体とかの地域から勝ち抜いてきた方々の意見やイン
ターネットからの意見は必ず聞きます。しかし現場で困っている・取り組んで
いる人の意見をどこまで聞けるかは官僚一人一人の力量次第。（官僚コンサ
ルテーションでのお話）



２　日本の税制度のあり方

現状分析・問題領域特定

日本は公の次世代への投資額が少ない（子
育てを私費に任せる傾向が強い）、税の再分
配後において貧困率が改善されない。

背景：



３　教育格差の認知の問題

現状分析・問題領域特定

国民全体（特に支配者層＋当事者）



４　生き方にゆとりがもてない社会

現状分析・問題領域特定

自立をせかされる
新規学卒一括採用



政策案



方針：ボトムアップと　　　　

トップダウン



１. 現行制度・法改正を有用なものに　　

する政策



I. 情報の一元化

政策案

・住民から情報を集めるためのアプリ開発、各住民が行政に情報提供。行政、　　
NPO、医療機関など各アクターが情報を共有できるプラットフォーム作り。

・収集した情報を元に各アクターがコミュニケーションを取る場を設置。現状認　識とビ

ジョンを共有。

・データの蓄積



Ⅱ. 諸制度の利用率を上げる

政策案

・諸制度の公報を義務化。

・アプリを活用し、申請から支援受理までの伴走。

・SNS広告欄の活用

・申請への障壁を下げる



Ⅲ.当事者（マイノリティ）の声を
　政治・行政に届かせる

政策案

・国が住民が政治・行政に意見できるような仕組み（アプリ）の雛型を作り、各　市町村に

落とし込む。

・上記のアプリや情報共有プラットフォームをもとに候補者を選定しくじ引き。　政治・行

政の政策決定過程に参加してもらう。



2.3. 若者の投票率をあげる



ライカーモデル

R = P × B - C + D

R: 投票参加により得られる期待効果

P: 自分の一票が選挙結果を左右する可能性

B: 各選択肢間の期待効用の差

C: 投票参加にかかるコスト

D: 投票したことで投票義務を果たしたという満足感



① Cを下げるアプローチ

マイナンバーを普及

↓

電子投票を実施



② Pをあげるアプローチ

・アプリで政治・行政との距離を縮める

・主権者教育

・衆議院における世代別小選挙区制度の導入



アプリで政治・行政との距離を縮める

・門真市 / LINE（日本独自を作る）

・相談 / 通報

→AI チャットボットが対応

→相談された内容次第では行政機関

学校が対応 / 支援

（実際解決したかデータをとる）

・行政サービスへ意見

→アプリで意見募集（広報も力を入れる）

・行政サービスを受けるための申請

https://www.city.kadoma.osaka.jp/material/files/gro
up/30/kodomo_mirai_app.pdf

https://www.city.kadoma.osaka.jp/material/files/group/30/kodomo_mirai_app.pdf
https://www.city.kadoma.osaka.jp/material/files/group/30/kodomo_mirai_app.pdf


主権者教育

学校外（社会）の話題を扱う

（集中講義形式）

・あるテーマについて複数の立場に分かれて議論

する（中学校）

・政党について調べて・議論（高校）

学校内（運営）の話題を扱う

・生徒会の権限を強化

・裁量の範囲を法律で決める

・学校運営協議会に生徒代表を入れる

教材は、、？　



主権者教育

主権者教育センター

政治的中立性を守るため

↓

全政党から代表を集める

（連邦政治教育センター / ドイツ）



衆議院における世代別小選挙区制度の導入

・人口比から若者の投票率が上がっても若者の意見は政治・政策に反映され

ないことを防ぐ



1 衆議院小選挙区制300議席+比例代表制180+現行の参議院の選挙制度

 

3 衆議院小選挙区制400議席+比例代表制80+現行の参議院の選挙制度

https://www.west-univ.com/library/2013/13_best2_4.pdf

https://www.west-univ.com/library/2013/13_best2_4.pdf


4. 人生の夏休み保証制度



人生の夏休み保証制度

対象：全国民

期間：1年（12ヶ月）

財源：税金

詳細：夏休み中何をするかは自由

　　　その間最低限の生活費は支払われる

制限：子ども（中３まで）がいるひとり親家庭の場合は長期間まとめて使用を

　　　推奨しない。ただし、その分支援は手厚くする。

効果：年齢主義的傾向が弱くなる。ゆとりを生み出す。


